
10

旧
国
道
沿
い
の
静
か
な
町
並
み

そ
の
昔
、
多
く
の
旅
人
が
行
き
交
っ
た
道

い
く
つ
も
の
時
代
が
交
錯
す
る
路
地

つゝ
　
　

ら

ろ

じ

た
　
　

ん

け

ん

山
陰
表
街
道
・
裏
街
道
分
岐
点
の
町
／
山
東
町

矢 名 瀬 町( 山 東 町)

国道9 号線と427 号線に挟まれた一角にあり､その昔､ 但馬

から遠阪峠を越えて京都･ 奈良へ続く山陰表街道と山東

から亀岡へ続く山陰裏街道がはじまっていた分岐点となる

地域｡ 旧国道9 号線沿の梁瀬駅から続く町並みは､ 昔なが

らの商店街､ 造り酒屋など､ 旧街道ならではの趣を残して

いる。また､ 周辺には寺院が多< 歴史的な物語もたくさん

語り継がれているO

●

円照寺の境内縁側に腰かけて

矢名瀬町の歴史を聞く

下の茶屋

1日銀 行

ｋ

造り酒屋、此の友酒造株式会社
造り酒屋の杉玉元禄３年創業、豊岡藩主京極氏の参勤交代の休息本陣で

殿様が休息の折り、丸窓の外に咲く美しい紅梅を誉め

｢窓の梅｣という酒銘をつけたといういわれあり。
｢但馬｣の銘酒で親しまれている。

へへ

やなせ村道路元標

絶
え
間
な
く
行
き
交
う
車
の
流
れ

の
向
こ
う
に
静
か
に
時
を
隔
て
た
旧
街

道
の
町
並
み
が
ひ
ろ
が
る
。
京
都
か
ら

山
口
県
へ
と
山
陰
を
縦
走
す
る
国
道

９
号
線
と
遠
阪
か
ら
神
戸
・
大
阪
方
面

へ
続
く
４
２
７
号
線
が
交
差
す
る

Ｉ

国道４２７号線

至遠阪・氷上

造り酒屋の杉玉､新酒ができた時に新しくする

お酒の熟し具合がわかる

ぺ 駒つなぎの松が

あったところ

大黒柱に刀傷あり

生野義挙で敗北した農民が

報復を企てたもの

大黒柱の刀傷

至和田山
|日郵 便局跡

国道９号線／京都～山口

大垣交差点

角
。
昭
和
3
6年
頃
に
、
現
在
の
位
置
へ

国
道
９
号
線
が
改
修
さ
れ
る
ま
で
、
主

要
道
路
と
さ
れ
て
い
た
矢
名
瀬
町

の

旧
国
道
９
号
線
沿
い
を
歩
く
。

か
つ
て
は
、
村
役
場
や
郵
便
局
、
銀
行

が
あ
り
、
Ｊ
Ｒ
山
陰
本
線
梁
瀬
駅
か
ら

う
ど
ん
屋

、
自
転
車
屋

、
運
送
屋
、
畳

屋
、
飾
り
屋
な
ど
多
く
の
商
店
が
軒
を

並
べ
、
盆
と
正
月
に
は
や
な
せ
市
と
呼

--～゙ ～ －Ｊ
栗鹿川

村役場跡

|日国道９号線
"

鶴潭勝治の寿碑

乃木将軍にも

絶賛された

浄瑠璃の大家

円照寺

山門の寺号の額は

華厳宗鳳潭の筆

1日仏教徒が新仏教

(浄土真宗) の

寺号を書いた

啄

珍しいもの

戸

至JR 梁瀬駅

参

ば
れ
る
大
き
な
市
が
立
ち
賑
わ
っ
て
い

た
通
り
だ
。

さ
ら
に
時
代
を
さ
か
の
ぼ
る
と
、
但
馬

か
ら
丹
波
、
京
都
、
奈
良
へ
続
く
山
陰
表

街
道
、
矢
名
瀬
町
を
起
点
に
夜
久
野
峠

を
越
え
て
京
都
亀
岡
へ
向
か
う
山
陰
裏

街
道
、
西
国
巡
礼
者
が
姫
路
の
書
写
山

円
教
寺
か
ら
天
橋
立
成
相
寺
を
め
ざ
し

て
歩
い
た
な
り
あ
い
道
と
し
て
も
知
ら

れ
る
。
江
戸
時
代
に
は
参
勤
交
代
の
大

名
行
列

が
遠
阪
峠
を
越
え
て
休
息
本

陣
を
構
え
た
但
馬
の
玄
関
口
と
も
言

え
る
交
通
の
要
所
で
あ
っ
た
。

し
か
し
、
現
在
で
は
、
国
道
９
号
線

の
車
が
行
き
交
う
喧
騒
さ
と
は
対
象

的
に
、
一
歩
通
り
に
入
り
込
む
と
全
く

異
な
っ
た
静
か
な
表
情
の
町
並
み
が
ひ

ろ

が
る

。
土
壁
や
白
壁
、
格
子
、
う
だ

つ
、（

イ
カ
ラ
と
呼
ば
れ
た
時
代
の
飾

り
窓
や
タ
イ
ル
を
あ
し
ら
っ
た
建
物
、

い
く
つ
も
の
時
代
が
交
錯
す
る
よ
う
に

存
在
し
て
い
る
。
中
で
も
元
禄
時
代
創

業
の
２
つ
の
大
き
な
造
り
酒
屋
は
、

ど
っ
し
り
と
そ
の
存
在
感
を
与
え
る
。

ｆ
！

浄架尼の名号碑

生きたまま土の

中に入り念仏を

唱え往生した



醤油蔵

Ｉ

Ｉ

婚礼や子どもが

生まれた時などに

だけ開けられる門

埓

Ｆ

元禄15 年創業

造り酒屋

田治米合名会社

｢竹泉｣ の銘酒で

親しまれている。

ｎ 祠

秋葉神社から見下ろす矢名瀬町の家並み

‐
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ｊ

古
い
し
き
た
り
や
技
法
、
伝
統
を
継
承

し
、
今
も
人
気
の
親
し
ま
れ
る
地
酒
を

つ
く
っ
て
い
る
。
生
き
た
麹
を
育
ん
で

来
た
歴
代
の
蔵
は
、
ま
さ
に
神
聖
で
、

幾
年
も
守
り
継
が
れ
て
き
た
神
秘
さ

を
感
じ
さ
せ
る
。

商
店
を
覗
い
て
み
る
と
、
長
年
大
切

に
使
い
込
ん
だ
商
品
棚
に
店
番
席
が

Ｘ ｆ至夜久野・福知山
ｙ ｆ

”

S｡ ニ･ ら

街道の元標
(分岐点)

－ ＝

-

なりあい道(西国巡礼道)　 ｀　 ，一　　
占鵬 ａ 寺～天自 白目寺 喉 司r) 自
Λ

山陰表街道
但馬～遠阪～丹波～京都～奈良

昔ながらの

商品棚がある手芸店1妙

うだつ

モダンさが残る

建物の写真館
お地蔵さま

あ
り
、
会
話
が
は
ず
む
よ
う
な
店
構
え

が
ど
こ
か
な
つ
か
し
い
。
外
観
か
ら
は

わ
か
り
に
く
い
が
、
間
口
は
狭
く
奥
行

き
が
長
い
の
も
特
徴
だ
。

街
道
や
歴
史
と
し
て
語
り
継
が
れ

る
エ
ピ
ソ
ー
ド
も
多
い
。
豊
岡
藩
主
京

極
氏
が
休
息
本
陣
と
し
て
留
ま
っ
た

時
、
殿
様
の
馬
の
駒
つ
な
ぎ
に
使
っ
て

心

戮
Ｎ

ｐ 。

モダンな写真館

旧銀行叩｡
－

7｡

XSI.III

い
た
立
派
な
松
の
木
が
あ
っ
た
と
さ
れ

る
と
こ
ろ
。
下
の
茶
屋
の
水
は
た
い
そ

う
お
い
し
い
と
評
判
で
お
茶
を
出
し
て

も
て
な
し
た
こ
と
。
あ
る
民
家
に
は
、

幕
末
1
8
6
3

年
、
生
野
義
挙
の
折
り

に
敗
北
し
た
農
民
た
ち
が
、
戦
を
先
導

し
た
と
報
復
に
押
し
入
り
、
大
黒
柱
に

斬
り
つ
け
た
刀
傷
が
今
な
お
残
さ
れ

●6

こ･こ

N
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へ
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ｙ
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秋葉神社へ1. くSr(こi.ﾝ　　　　 ご
＼

桐葉寺　　　　　　

八

但馬ミュージカル研究会が
上演した｢ 心涼尼物語｣でも知られる

心涼尼ゆかりの尼僧寺

－

- 陥;1 僅・

案内をしていただいた

田路勉さん元小学校長、

山東町史･教育委員会発

行の子供向け郷土誌な

どの軌筆に携わる。

て
い
る
。

さ
ら
に
、
国
道
９
号
線
を
隔
て
た
秋

葉
山
の
麓
に
も
３
つ
の
寺
が
あ
り
、
当

時
の
人
々
の
暮
ら
し
や
、
生
き
方
を
知

る
こ
と
が
で
き
る
。
桐
葉
寺
は
、
２
年

前
、
但
馬
ミ
ュ
大
ソ
カ
ル
研
究
会
が
上
演

し
た
心
涼
尼
物
語
の
ヒ
ロ
イ
ン
心
涼
ゆ
か

り
の
寺
で
、
農
民
一
揆
を
起
こ
し
壱
岐

長栄寺　　　　　　 ／ 、

大神楽の寺として知られる
伊勢の大神楽が興行中に誤

って刀が喉に刺さり命を失
ったことも（その後追善供
養の興行が行われていた）
また、浄架尼が仏師に彫ら
せた三十三体の観音像あり

の
島
へ
流
罪
と
な
っ
た
祖
父
を
慕
い
、
男

憎
に
扮
し
て
会
い
に
行
く
た
め
に
出
発

し
た
寺
で
あ
る
。

長
栄
寺
は
生
き
仏
と
な
っ
て
念
仏
を

唱
え
往
生
し
た
浄
架
尼

ゆ
か
り
の
寺
。

大
衆
娯
楽
、
お
や
ま
の
道
中
・
皿
ま
わ

し
・
刀
芸
な
ど
大
神
楽
の
興
行
が
行
わ

れ
た
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
る
。

ま
た
、
円
照
寺
の
山
門
に
あ
る
寺
号

け
ご
ん
　
ほ
う
た
ん

の
額
は
江
戸
中
期
の
華
厳
宗
鳳
潭
の
筆

に
よ
る
も
の
で
、
旧
仏
教
徒
が
新
仏
教

で
あ
る
浄
土
真
宗
の
寺
号
を
書
い
た
こ

と
は
大
変
珍
し
い
と
さ
れ
て
い
る
。

い
ず
れ
も
、
今
で
は
さ
ほ
ど
広
く
感

じ
ら
れ
な
い
道
幅
に
、
幾
多
の
時
代
に

多
く
の
人
々
が
行
き
交
っ
て
き
た
姿
を

彷
彿
と
さ
せ
る
。
表
街
道
と
裏
街
道
の

分
岐
点
と
な
る
三
差
路
の
隅
に
、
時
の

証
人
の
よ
う
に
静
か
に
道
路
元
標

が

佇
ん
で
い
る
の
が
印
象
的
だ
。

協
力
一
山
東
町
・
矢
名
瀬
町
の
み
な
さ
ん

●

裏

路

地

探

険

隊

員

募

集

４
月
2
1日
（
土
）
関
宮
町
探
険

東
鉢
伏
の
自
然
豊
か
な
山
里
、
別
宮
を
歩
く

＊
実
施
日
の
1
0日
前
ま
で
に
、
９一
ペ
ー
ジ
掲
載
の
Ｔ
２
編

集
部
へ
住
所
・
氏
名

’
年
齢
・
電
話
番
号
を
記
入
の
上
、

（

ガ
キ
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

１ １
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